平成２６年度　第１回小牧市文化財保護審議会会議録
日時：平成２６年５月１９日（月）　午後２時～午後３時４０分

場所：小牧市役所　本庁舎　３階　３０１会議室

出席者：〔文化財保護審議会委員〕池田会長、藤岡委員、入谷委員、後藤委員、波多野委員

　　　 〔市教委事務局〕大野教育部長、舟橋教育部次長、岩本文化振興課長、浅野文化財係長、坪井主査

傍聴者：なし

内容

４月の人事異動に伴う職員紹介

１　教育部長あいさつ

　昨年は、小牧山城４５０年ということで色々な事業を打ち出し、小牧山の

価値や魅力を市内外に発信することができた。文化財においても多くの人に知っていただ
くことは非常に大切なことで、この盛り上がった機運を、今後も小牧山に重点を置きつつ
も他の文化財についても積極的にPRを行って広げていきたいと思っている。本日の議題で
は、市指定文化財候補物件の申請がありましたので、これについてご審議いただく他、皆
さんの忌憚のないご意見をいただき、文化財保護行政を推進していきたい。
２　会長あいさつ

　甲屋敷古墳の調査とか今年度はなるべく分散させていきたい。田縣神社の豊年祭につい
て、神社から調書が出てまいりましたので、皆さんのご意見をよろしくお願いします。今
年一年もよろしくお願いします。
３　報告
（１）平成２５年度文化財保護事業について

　資料１により事務局から説明。
　[意見・質問]
委員：マメナシは、今、道路から中へ入れないが、木道などを作って観察できるようにすればいっそう人が来るようになる。トウカイコモウセンゴケのところには、前はイシモチソウがあったりした。小牧では食虫植物が消え、湿地がなくなってきたので当然消えていくが、これもひとつの市の指定にならないか。春日井市の境にある道路脇の塀の中にあるマメナシ２本は、春日井市と思っていたが、池を埋めて平らにしてから新たに測られたところ、小牧だとわかった。そうすると小牧にマメナシが２本増えることになる。今年もきれいに花を付けていた。池の堤防にあるマメナシは、大きくなっても防災関係で悪くなると思う。掘れるものなら移動させた方がよい。
（２）平成２６年度文化財保護事業について

　資料２により事務局から説明。

[意見・質問]

委員：小牧山で、桜の会が植樹していることが新聞に載っていたが、以前、桜ではないが、昭和４０年以降、遊歩道を作って花の咲く木を植えていたが、成功例はない。日陰で育たない木を植えたために枯れてしまった。山の上の方はあまり手を加えないようにしないと、山そのものが自然破壊となってしまう。史跡であるので、植樹の方と連携がとれているか。
事務局：植樹は、小牧山整備計画に基づき、みどり公園課で緑の管理計画をもっており、史跡という観点を重視して緑の植栽、管理ということを入れて計画をもっているので、今後やたら植えていくとうことはない。史跡整備との整合性を図りながら今後やっていくので、調整はとれていると考えている。
４　議題

（１）市指定文化財候補物件について

平成２６年４月２４日付けで田縣神社から指定調書が提出されたことで、事務局からまず資料３により文化財指定までの流れを説明。
会長：３月１５日に豊年祭について現地調査を行いましたが、それについて皆さんはどのようにお考えですか。

委員：神社に千年以上前の幟があると聞いたことがあるが。
委員：今年は出てなかったが、数年前は昭和のものと思われる古色蒼然とした幟があった。古さというものでは、行列の中で、元々神明社から出ていた自然石の男茎形が綺麗な箱に入れて今年も運ばれて来ているはずだが、あれが縄文時代に彫られたものではないか、と沼沢さんの論文に書かれていた。田縣神社の神宮寺だった久保寺から前は行列が出ていた。そこにある将軍地蔵は武将の形をした珍しい地蔵であるが、昔、ご神体になっていたことがあり、『尾張地名考』を書いた津田氏が見た行列では出てきている。文化庁が沼沢氏の論文に出てきている藁の人形を調べに来たが、それは今のところどこにもない。『古語拾遺』で、その中に一般化されて皆が忘れてしまっていることの中に、地名はないが、田縣神社で江戸時代から昭和の初め頃まで行われていたままの祭のことが書かれている。朝廷で行われていたことが入ったのか、一般的に行われていたことを朝廷が拾い上げたのか、わからないが、田縣神社の祭は祈年祭で、豊年祭は新しいネーミングだが、年の一番初めに豊作を祈ると言うことが朝廷の一番重要事項だったそうである。そのことが『古語拾遺』に書かれた男茎形をおまじないに使うということである。斎部広成の本文の中にそういう神話を描いて、今朝廷でやっていることはこういう言われがある、ということが書かれている。小牧からも石棒とそれとセットで凹形の石器が歴史館に並べられていた記憶がある。石棒は長いもので２ｍ程あり、蛇信仰に合うのではないか。蛇の頭を男性に見立てる。蛇自身も竜王様などと信仰に使われているので、魔除けに使われたのかもしれない。そういうことを考えると、信仰の始まりとしては縄文時代に遡れるのではないか、神社のパンフレットには弥生時代と書かれているが、神社は昭和７、８年から昭和４０年までかかって整備、改築されたが、その工事の初日に神木であったふくらの木を移転したら、その三尺下から刀、土器が出てきた。県の文化財の小栗氏に鑑定を頼んだところ祝部土器という返事をもらった。祝部土器は須恵器で古くて古墳時代に遡れる。刀は、鍔は丸くみえる。飾りは金で出来ていて、象嵌で飾られているらしく、装飾からいうと身分の低い人のものでない。私の印象としては戦国時代以降のものだと思う。神社は弥生までは遡れると思うが、性器崇拝は弥生の稲作と結びついていると思うが、弥生時代の出土品からは関連する物があまりない。
会長：久保寺の調査、田縣神社にある祭に関する色々な物の調査、古文書があるということなので、本物があるかどうかを確認し、読む。これらを調べた上で答申をださなければならない。調査は時間がかかると思われるので、今年一年かけて行いたい。
委員：田縣神社は現在の祭の様子を指定したいと言っているのか。

会長：祭そのものを希望している。元は久保寺から出ていたものが、今は神明社から出ており、その時点で祭の形が変わっている。果たして指定対象になりうるか、どこからどこまでを指定してほしいかの聞き取りも行いたい。
（２）先進地視察・現地調査について

　現地調査については、事務局で先方に連絡をとり、調整する。

委員：こちらがあってほしいというものに出会えればよいが、そうでなければ、また、探しておいてほしいとお願いすることがある可能性もあるので、一回目は早めに行った方がよい。
会長：先進地視察については現地調査の際にまた検討したいと思います。

５　その他

会長：稲荷堂はその後どうなりましたか。色は落ちてしまいましたか。

事務局：調査をした後動きはありません。

会長：雨漏りはまだ止まってませんか。

事務局：昨年はそういう話はなかった。
会長：雨漏りはあるかどうか、色落ちは進んでいるか、一度確認してください。
事務局：はい。

